
青森県病床数適正化推進事業費補助金（地域医療構想を推進するための病床削減支援給付金）
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１．概要
医療機関が、地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編を実施する場合、減少する病床数に

応じた給付金を支給することにより、地域医療構想の実現に向けた取組を支援する。

資料５－２

支給対象
平成30年度病床機能報告において、平成30年7月1日時
点の病床機能について、高度急性期機能、急性期機能
及び慢性期機能（以下「対象３区分」）と報告した病
床数の減少を伴う病床機能再編に関する計画（以下
「単独病床機能再編計画」）を作成した医療機関の開
設者又は開設者であった者。

支給要件
①単独病床機能再編計画について、地域医療構想調整会議の議論の内容及び都
道府県医療審議会の意見を踏まえ、都道府県が地域医療構想の実現に向けて必
要な取組であると認めたものであること。
②病床機能再編を行う医療機関における病床機能再編後の対象３区分の許可病
床数が、平成30年度病床機能報告における対象３区分として報告された稼働病
床数の合計の90％以下であること。

支給額の算定方法
①平成30年度病床機能報告において、対象3区分として報告された病床の稼働病床数の合計から一日平均実働病床数
（対象３区分の許可病床数に対象３区分の病床稼働率を乗じた数）までの間の病床数の減少について、対象３区分の病床稼働率に応じ、
減少する病床１床当たり下記の表の額を支給。
②一日平均実働病床数以下まで病床数が減少する場合は、一日平均実働病床数以下の病床数の減少については2,280千円／床を支給。
③上記①及び②の算定にあたっては、以下の病床数を除く。
・回復期機能、介護医療院に転換する病床数・同一開設者の医療機関へ病床を融通した場合、その融通した病床数
・過去に令和２年度病床機能再編支援補助金における病床削減支援給付金及び本事業の支給対象となった病床数

病床稼働率 削減した場合の１床当たりの単価

50％未満 1,140千円

50%以上60％未満 1,368千円

６0%以上70％未満 1,596千円

70%以上80％未満 1,824千円

80%以上90％未満 2,052千円

90%以上 2,280千円

①＋②＝７６，１５２千円
の支給イメージ
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（１）事業計画書

（２）補助金申請医療機関
○西弘前クリニック △１８床（慢性期機能）
一般病床１８床 → 一般病床 ０床

病床１１床
（許可病床数
１８床×病床稼
働率６２％）

病床７床

（
病
床
稼
働
率
）
６
２
％

対
象
３
区
分
の
稼
働
病
床
数

（Ｈ３０年度病床機能報告）

一
日
平
均
実
働
病
床
数
11
床

①病床７床

②病床１１床

削
減

①１，５９６千円／床×７床
＝１１，１７２千円の交付

①２，２８０千円／床×１１床
＝２５，０８０千円の交付

２．津軽地域

う

ち

対

象

３

区

分

の

合

計

う

ち

対

象

３

区

分

の

合

計

う

ち

対

象

３

区

分

の

合

計

津軽

地域
西弘前クリニック 0 0 0 18 0 18 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 18 18 0 0 0 0 18 62.7% 11 7 1,596 11,172 11 2,280 25,080 36,252

津軽

地域
小堀クリニック 0 19 0 0 0 19 19 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0 19 19 0 0 0 0 19 0.4% 0 19 1,140 21,660 0 2,280 0 21,660
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①＋②＝３６，２５２千円の交付

○小堀クリニック△１９床（急性期機能）
一般病床１９床 → 一般病床 ０床

病床１９床

（
病
床
稼
働
率
）
０
．
４
％

対
象
３
区
分
の
稼
働
病
床
数

（Ｈ３０年度病床機能報告）

一
日
平
均
実
働
病
床
数
０
床

①病床１９床削
減

①１，１４０千円／床×１９床
＝２１，６６０千円の交付

＋α削減部分
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（３）病床機能報告（津軽地域全域）
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（１）事業計画書

（２）補助金申請（予定）医療機関
○佐藤クリニック内科循環器科（旧佐藤病院）
△１８床（慢性期機能）
うち、１７床はＲ２に削減済 ⇒ 今回１床削減
一般病床３６床 → 一般病床１８床

病床２５床
（許可病床数
３６床×病床
稼働率７
０％）

病床１１床

（
病
床
稼
働
率
）
７
０
％

対
象
３
区
分
の
稼
働
病
床
数

（Ｈ３０年度病床機能報告）

一
日
平
均
実
働
病
床
数
25
床

病床１１床
（Ｒ2削減）

病床６床（Ｒ2削減）
＋病床１床（今回）

病床１８床

削
減

２，２８０千円／床×１床
２，２８０千円

（３）病床機能報告（青森地域全体）

＋α削減部分
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（１）事業計画書

（３）病床機能報告（西北五地域全体）

４．西北五地域
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0 60 40 0 0 100 60 0 0 50 20 70 20 0 60 ▲ 10 ▲ 20 0 30 40 10 0 0 10 30 88.7% 53 7 2,052 14,364 23 2,280 52,440 66,804
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（２）補助金申請（予定）医療機関
○つがる西北五広域連合かなぎ病院
△６０床（急性期機能）
一般病床１００床 → 一般病床７０床

（急６０、回４０） ⇒ （回５０、慢２０）

病床５３床
（許可病床数
６０床×病床

稼働率
８８％）

病床７床

（
病
床
稼
働
率
）
８
８
％

対
象
３
区
分
の
稼
働
病
床
数

（Ｈ３０年度病床機能報告）

一
日
平
均
実
働
病
床
数
53
床

病床７床

②病床２３床

病床２０床
（慢性期）

削
減

②２，２８０千円／床×２３床
＝５２，４４０千円

病床１０床
（回復期）

①２，０５２千円／床×７床
＝１４，３６４千円

＋α削減部分①＋②＝６６，８０４千円の交付


